
314 急激に発達した低気圧の数値シミュレーショソ（1）

解析をし，初期値化やスムrズ化でその情報を落とすこ

とのないようにすることが大切である．

　数値予報モデルでシミュレートされた低気圧は，発生

初期の段階では下層にのみ認められ，対流圏中層での正

の相対渦度の増加は宇層の正渦度の鉛直移流と水平移流

で生じ，ほぽ同じ大きさである．

　この低気圧の構造は，発達段階において相対渦度と上

昇流の極大域が900～800mbに存在する以外傾圧不安

定波とほぽ同じであ，る．
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